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都
城

市
民
の
願
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が
か
な
う　

南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ　
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◆市の財政状況
◆夏休み子ども特集
◆バスや電車でエコにイコー
◆政治家の寄付の禁止

◆知ってください　国保のこと
◆快適で美しい都城をつくろう
◆都城市環境美化の日

都
城
志
布
志
道
路
の
新
規

事
業
化
と
山
之
口
ス
マ
ー
ト

IC
の
設
置
が
決
定！



都
城
地
域
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

　

都
城
市
は
、
生
産
活
動
の
面
で
南
九

州
の
中
心
的
都
市
機
能
を
有
し
て
い
ま

す
。
産
業
面
で
は
製
造
品
出
荷
額
が
県

内
１
位
（
平
成
22
年
）、
農
業
面
に
お

い
て
は
農
業
産
出
額
が
全
国
２
位
（
平

成
18
年
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
根
付
い
た
伝
統
文
化

や
盆
地
特
有
の
豊
か
な
自
然
環
境
、
整

備
・
活
用
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
施
設
な
ど
、
豊
富
な
地
域
資
源
も
有

し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
時
の
災
害
支
援
の
拠
点
と
し

て
、
宮
崎
県
か
ら
高
城
運
動
公
園
が
指

定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
日
常
生
活

の
利
便
性
の
向
上
ば
か
り
で
な
く
、
災

害
時
に
お
け
る
交
通
ア
ク
セ
ス
の
確

保
、
物
流
の
効
率
化
や
高
速
化
に
よ
る

圏
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た
産

業
・
観
光
の
振
興
は
、
本
市
の
み
な
ら

ず
南
九
州
地
域
全
体
の
発
展
に
と
っ
て

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
高
規
格
道
路
「
都
城
志
布
志
道

路
」
は
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
宮
崎
線

の
都
城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
以
下

IC
）
と
鹿
児
島
県
志
布
志
港
ま
で
の
約

44
㌔
を
40
分
で
つ
な
ぐ
、
無
料
の
自
動

車
専
用
道
路
で
す
。

　

平
成
６
年
に
計
画
路
線
の
指
定
を
受

け
、
そ
の
工
事
は
国
や
宮
崎
県
、
鹿
児

島
県
が
行
っ
て
い
て
、
平
成
25
年
６
月

現
在
、
約
13
・
３
㌔
が
供
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
県
境
付
近
の
諏
訪
山
IC
（
仮

称
）
か
ら
末
吉
IC
ま
で
の
未
着
工
区
間

約
５
・
６
㌔
の
新
規
事
業
化
が
決
定
し
、

全
線
開
通
に
向
け
て
大
き
な
一
歩
と
な

り
ま
し
た
。

国
の
平
成
25
年
度
予
算
成
立
を
受
け
地
域
高
規
格
道
路
「
都
城
志
布
志
道
路
」
の
未
着

工
区
間
の
新
規
事
業
化
と
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
宮
崎
線
山
之
口
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に

「
山
之
口
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）」（
以
下
「
山
之
口

ス
マ
ー
ト
IC
」）
の
設
置
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
、こ
れ
ら
の
事
業
の
概
要
や
高
ま
る
期
待
、も
た
ら
さ
れ
る
効
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
志
布
志
道
路　
　

都
市
計
画
課　

☎
23
ー
２
７
６
２

　

      　
　
　
　
　
　
　
　

山
之
口
ス
マ
ー
ト
IC　

経
営
戦
略
課　

☎
23
ー
２
１
１
５

都
城
志
布
志
道
路
の
新
規
事
業
化
と

山
之
口
ス
マ
ー
ト
IC
の
設
置
が
決
定
!

地
の
利
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
大
き
く
前
進

全
線
開
通
に
向
け
て
動
き
出
し
た

都
城
志
布
志
道
路
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山
之
口
ス
マ
ー
ト
IC
は
、
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
を
利
用
し
て
高
速
道
路
本
道
に

乗
り
入
れ
が
で
き
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
（
電
子
料

金
収
受
シ
ス
テ
ム
）
装
着
車
専
用
の
IC

で
す
。

　

同
ス
マ
ー
ト
IC
は
、
車
種
制
限
が
な

く
、
宮
崎
方
面
に
も
熊
本
方
面
に
も
24

時
間
利
用
で
き
る
IC
で
す
。
工
事
は
西

日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
や
県
、市
が

行
い
、
平
成
28
年
度
中
の
供
用
開
始
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

同
ス
マ
ー
ト
IC
設
置
に
よ
り
、宮
崎
IC

ま
で
30
分
で
行
け
る
エ
リ
ア
が
、都
城
IC

周
辺
だ
け
で
な
く
、山
之
口
地
域
や
高
城

の
東
部
地
域
に
も
広
が
り
ま
す
。

２
つ
の
施
設
が
も
た
ら
す
効
果

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
利
便
性
の
向

上
や
産
業
振
興
な
ど
を
図
る
た
め
、
交

通
網
の
整
備
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
南
九
州
の
中
心
に
位
置
す
る

本
市
の
「
地
の
利
」
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
目
玉
と
な
る
都
城
志
布
志
道
路

の
整
備
と
山
之
口
ス
マ
ー
ト
IC
の
設

置
は
、
本
市
を
は
じ
め

と
す
る
沿
線
自
治
体
や
、

南
九
州
地
域
の
発
展
に

貢
献
す
る
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
、
次
の
３
つ
の
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

①
『
防
災
の
道
』
と
し

　
　

て
の
効
果

　

災
害
に
よ
る
国
道
な

ど
の
通
行
規
制
時
に
、

最
速
・
最
短
の
バ
イ
パ

ス
と
し
て
機
能
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
仮
に

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

本
市
が
本
県
の
沿
岸
地

域
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ

テ
ィ
と
し
て
、
人
的
・
物
的
な
後
方
支

援
を
行
う
た
め
に
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と

な
り
ま
す
。

②
『
経
済
の
道
』
と
し
て
の
効
果

　

物
流
の
効
率
化
・
高
速
化
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
輸
送
コ
ス
ト
の
圧
縮

や
飼
料
の
安
定
供
給
に
よ
る
農
林
畜
産

業
の
活
性
化
、
企
業
誘
致
や
新
た
な
雇

用
の
創
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

現
在
、
本
市
が
力
を
入
れ
て
い
る
６
次

産
業
化
の
推
進
な
ど
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
山
之
口
ス
マ
ー
ト
IC
は
、

歴
史
や
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た
観
光
の
振

興
に
貢
献
す
る
本
市
の
新
た
な
玄
関
口

と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

③
『
医
療
の
道
』
と
し
て
の
効
果

　

本
市
と
三
股
町
、
鹿
児
島
県
の
曽
於

市
お
よ
び
志
布
志
市
が
構
成
す
る
都
城

定
住
自
立
圏
の
エ
リ
ア
に
は
、
事
故
な

ど
で
生
命
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
患

者
を
収
容
す
る
第
３
次
救
急
医
療
施
設

が
無
く
、
重じ

ゅ
う
と
く篤
患
者
は
宮
崎
市
内
の
施

設
に
搬
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

都
城
志
布
志
道
路
と
山
之
口
ス
マ
ー

ト
IC
の
整
備
に
よ
り
、
患
者
を
第
３

次
救
急
医
療
施
設
へ
直
接
搬
送
す
る
場

合
、
大
幅
な
搬
送
時
間
の
短
縮
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
患
者
へ

の
負
担
の
軽
減
は
も
ち
ろ
ん
、
救
命
率

の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

池
田
市
長
よ
り

　

市
民
の
皆
様
へ

　

今
回
、
平
成

25
年
度
の
国

の
当
初
予
算

成
立
を
受
け
、

都
城
志
布
志

道
路
の
唯
一
の
未
着
工
区
間
で
あ
っ
た

「
諏
訪
山
IC
〜
末
吉
IC
」
の
新
規
事
業

化
と
九
州
縦
貫
自
動
車
道
宮
崎
線
の
山

之
口
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
ス
マ
ー
ト
IC

の
設
置
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、
２
つ
の
大

型
事
業
が
予
算
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
国

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
の
皆
様
に

そ
の
必
要
性
が
十
分
に
ご
理
解
い
た
だ

け
た
結
果
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
都
城
志
布
志
道
路
の
早
期

全
線
開
通
と
山
之
口
ス
マ
ー
ト
IC
の
一

刻
も
早
い
供
用
開
始
に
向
け
て
各
事
業

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
完
了
後
は
、
都
城
志
布

志
道
路
と
山
之
口
ス
マ
ー
ト
IC
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で

あ
り
、
今
後
、
沿
線
住
民
の
皆
様
を
は

じ
め
地
域
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
、

利
用
促
進
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

設
置
が
決
定
し
た

山
之
口
ス
マ
ー
ト
IC

3 Miyakonojo City Public Relations 2013.7



　

市
の
予
算
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
、
企
業
会
計
の
３
つ
の
会
計
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
行
う
仕
事
の
中
心
と
な
る
部
分

の
会
計
で
す
。
学
校
の
校
舎
改
修
や
ご

み
の
収
集
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
使
わ
れ
て
い

て
、
市
税
な
ど
が
主
な
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

特
定
の
収
入
（
保
険
税
や
使
用
料
な

ど
）
で
、
そ
の
仕
事
の
支
出
を
賄
う
会

計
で
す
。
介
護
保
険
事
業
や
国
民
健
康

保
険
事
業
な
ど
が
、
こ
れ
に
当
た
り
ま

す
。

　

そ
の
仕
事
自
体
に
収
益
（
使
用
料
）

が
あ
り
、
そ
の
収
益
で
支
出
を
賄
う
独

立
採
算
制
の
会
計
で
水
道
事
業
が
こ
れ

に
当
た
り
ま
す
。

※市債残高は、平成24年度末時点の決算見込額です
※資本的収支の不足額 7億 3,009 万円は、積
　立金および内部留保資金などで補てん

市
債
に
は
、

交
付
税
の
措
置
が
あ
り
ま
す

　

平
成
24
年
度
末
時
点
で
、
市
の

借
金
で
あ
る
市
債
残
高
は
、
一
般

会
計
・
特
別
会
計
合
わ
せ
て
１
、

０
４
８
億
７
、１
９
７
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
残
高
に
は
、
国
が
そ
の
償

還
に
つ
い
て
地
方
交
付
税
に
算

入
す
る
と
し
た
交
付
税
措
置
額

６
１
６
億
５
、３
２
０
万
円
が
含
ま

れ
て
い
て
、
こ
の
額
を
差
し
引
い
た

４
３
２
億
１
、８
７
７
万
円
が
市
の

実
質
負
担
額
と
な
り
ま
す
。

市
の
財
政
は
３
本
柱

◆ 

一
般
会
計
と
は

◆ 

特
別
会
計
と
は

◆ 

企
業
会
計
と
は

市では、年２回、皆さんの納めた税金がどのように
使われているか、また、財政がどのような状況にあ
るかをお知らせしています。今回は、平成 25 年３
月 31日時点の予算額をお知らせします。
◎問い合わせ
　一般会計・特別会計について　財政課　☎23ｰ2113
　水道事業について　　　水道局業務課　☎23ｰ4510

平成 24年度

市の財政状況

■ 一般会計および特別会計の状況
会計名 予算額 市債残高
一般会計 717億7,596万円 750億4,359万円 

特

別

会

計

食肉センター 1億2,653万円 7億5,511万円 
下水道事業 30億9,996万円 226億9,394万円 
国民健康保険 222億8,154万円 ー
後期高齢者医療 18億3,647万円 ー
公設地方卸売市場事業 4,369万円 1億1,278万円 
農業集落下水道事業 5億5,300万円 45億1,501万円 
整備墓地 3,370万円 2億5,619万円 
工業用地造成事業 1億　103万円 4億8,860万円 
介護保険 150億5,230万円 ー
御池簡易水道事業 1億1,077万円 1,510万円
簡易水道事業 3億9,992万円 8億3,054万円 
電気事業 3,241万円 ー
山之口総合交流活性化
センター 9,610万円 3,000万円

高城健康増進センター
等管理事業 1億5,768万円 1億3,111万円 

特別会計合計 439億2,510万円 298億2,838万円 
総合計 1,157億　106万円 1,048億7,197万円 

■ 企業会計（水道事業）の状況
収益的収支
給水収益やサー
ビス提供に要す
る経費など

収 入 22億9,038万円
支 出 19億9,286万円
純利益 ２億9,752万円

資本的収支
水道施設の整備
や水道管の入れ
替え経費など

収 入 5億419万円

支 出 12億3,428万円

企業債残高 91億5,816万円

給水戸数 70,937 戸
給水人口 156,424 人
普 及 率 91.7%
配 水 量 1,875 万㎥

※支出の面では、工事請負費や修繕費な
どが減少した一方で、委託料や減価償
却費が増加し、前年度比 5,098 万円減の
２億 9,752 万円の純利益となりました

財
政
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
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高齢者や児童などの福祉に使う民生費が増加し、
全体の 35％を超えています。今後もこの傾向は
続くと予想されます。（％は歳出総額に占める割
合）

【
歳 

入
】

■
地
方
交
付
税
／
国
税
の
う
ち
所
得
税

や
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
、
た

ば
こ
税
の
一
定
割
合
を
一
定
の
基

準
に
よ
り
国
が
交
付
す
る
税

■
市
税
／
個
人
・
法
人
市
民
税
や
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど

■
国
・
県
支
出
金
／
特
定
目
的
事
業
の

財
源
と
な
る
国
と
県
の
補
助
金
な
ど

■
市
債
／
建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事
業

な
ど
の
財
源
と
な
る
借
入
金

■
繰
入
金
／
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

基
金
な
ど
の
会
計
間
の
資
金
の
や

り
と
り

【
歳 

出
】

■
民
生
費
／
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児

童
な
ど
の
福
祉
全
般
の
事
業
経
費

■
公
債
費
／
市
債
を
返
済
す
る
た
め
の

経
費

■
総
務
費
／
選
挙
や
戸
籍
、
税
務
、
市

庁
舎
管
理
な
ど
の
経
費

■
土
木
費
／
道
路
や
公
園
整
備
、
住
宅

管
理
な
ど
の
経
費

■
教
育
費
／
教
育
や
文
化
財
保
護
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費
／
清
掃
、
保
健
衛
生
な
ど
の

経
費

■
農
林
水
産
業
費
／
農
業
や
林
業
な
ど

の
経
費

歳
入
歳
出
用
語
説
明

収　入 支　出

項　目 金額 割合
給料（市税など） 86,277 28.8%
家族から仕送り（地方交付税） 86,605 28.9%
親戚などからの援助
（国庫支出金・県支出金） 61,171 20.4%

その他収入
（使用料・手数料・財産収入など） 26,431 8.7%

預貯金の取り崩し（繰入金） 4,534 1.5%
新たな借金（市債） 34,982 11.7%

項　目 金額 割合
食費（人件費） 48,306 16.1%
保険や医療費（扶助費） 69,706 23.2%
住宅増改築・修理（投資的経費） 41,690 13.9%
ローン返済（公債費） 39,570 13.2%
その他の生活費（物件費、維持補
修費、補助費、繰出金など） 89,432 29.8%

預貯金（積立金） 11,296 3.8%

■ 都城市の家計簿

歳　出
717 億 7,596 万円

民生費
255 億 4,136 万円

35.6%

公債費
94 億 6,719 万円

13.2%
総務費

84 億 74 万円
11.7%

土木費
67 億 5,876 万円

9.4%

教育費
67 億 4,326 万円

9.4%

衛生費
51 億 5,077 万円

7.2%

農林水産業費
39 億 3,685 万円

5.5%

その他
57 億 7,703 万円

8.0%

一般会計歳入歳出予算総額　　　717億7,596万円

市の財政を月額30万円の家計に例えると…

市が自主的に賄うことのできる財源は 34.9％で、
残りは地方交付税や国・県支出金、市債などに依
存しています。（％は歳入総額に占める割合）

歳　入
717 億 7,596 万円

自主財源
250 億 1,420 万円

34.9%

市　税
176 億 584 万円

24.5%

諸収入
24 億 4,989 万円 

3.5%
分担金及び
負担金ほか
49 億 5,847 万円

6.9%

地方消費税交付金ほか
30 億 3,616 万円 

4.2%

49
県支出金

50 億 9,750 万円
7.1%

市債
83 億 6,961 万円

11.6%

国庫支出金
95 億 3,791 万円

13.3%

地方交付税
207 億 2,058 万円

28.9%

3333
依存財源

467 億 6,176 万円
65.1%
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
に
、
誰
も
が
安
心
し

て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
み
ん
な

で
お
金
を
出
し
合
い
支
え
合
う
保
険
制

度
で
す
。

国
保
の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
、
医
療

費
の
節
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

保
険
年
金
課　

☎
23
ー
２
６
４
２

保
険
税
の
納
付
は

国
保
の
資
格
を
得
た
と
き
か
ら

　

国
保
は
、
健
康
保
険
制
度
の
一
つ
で

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
人
を
除
き
、
全
て
の
人

が
加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

　

国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場

合
、
届
け
出
を
し
た
月
で
は
な
く
、
国

保
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
月
か
ら
保
険

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

国
保
に
加
入
、国
保
を
脱
退
す
る
場
合

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
国
保
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。
該
当
す
る
場
合
に

は
、
14
日
以
内
に
保
険
年
金
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
各
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
で
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
国
保
に
加
入
す
る
と
き

● 

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
と

き
● 

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

● 

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

● 

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

※
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て

い
る
場
合
は
、
国
保
加
入
は
不
要

●
国
保
を
脱
退
す
る
と
き

● 

他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
と
き

● 

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

● 

死
亡
し
た
と
き

● 

生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き

保
険
税
の
決
ま
り
方

　

そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費
か

ら
、
病
院
な
ど
で
支
払
う
一
部
負
担
金

と
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を
差
し
引
い

た
分
が
保
険
税
の
総
額
で
す
。

　

こ
れ
を
世
帯
ご
と
の
加
入
者
数
や
、

所
得
な
ど
に
応
じ
て
公
平
な
負
担
に
な

る
よ
う
に
各
世
帯
の
保
険
税
が
決
め
ら

れ
ま
す
。

　

医
療
費
が
増
加
す
る
と

国
保
税
も
上
が
り
ま
す

　

国
保
は
各
市
町
村
が
運
営
し
て
い
る

制
度
で
、
保
険
税
は
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
の
医
療
費
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま

す
。
医
療
費
が
増
え
れ
ば
、
国
保
か
ら

病
院
な
ど
に
支
払
わ
れ
る
医
療
給
付
の

費
用
も
増
え
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
保

険
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
医
療
費

の
節
減
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
節
減
の
ポ
イ
ン
ト

● 

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
適
度
な
運
動

を
し
、
栄
養
や
休
養
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
と
り
ま
し
ょ
う

● 

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
て
、
病

気
の
早
期
発
見
や
治
療
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う

● 

休
日
や
時
間
外
診
療
は
、
緊
急
時
な

ど
を
除
き
、
な
る
べ
く
避
け
ま
し
ょ

う
● 

か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
、
は
し
ご
受

診
や
転
医
を
控
え
ま
し
ょ
う

● 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

の
こ
と

国 
保

知
っ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
の
健
康
を
支
え
る

国
民
健
康
保
険
制
度
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新
し
い
保
険
証
を

７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す

　

新
し
い
保
険
証
は
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
住

所
や
氏
名
、
生
年
月
日
、
有
効
期
限
な

ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
８
月
１
日

以
降
に
病
院
な
ど
で
受
診
す
る
と
き

は
、
新
し
い
保
険
証
を
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証

は
、
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
不
要
と
な
っ
た
保
険
証
は
、

処
分
す
る
か
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

※
75
歳
以
上
の
人
や
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
65
〜
74
歳
の
人
の
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
は
、
一
部
負

担
割
合
が
変
更
に
な
っ
た
人
の
み

新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

各
種
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

【
国
民
健
康
保
険
】

　

次
の
認
定
証
の
更
新
手
続
き
を
８
月

１
日
㈭
か
ら
、
保
険
年
金
課
、
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
。
な
お
、
国
民
健
康

保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
（
70
歳
未

満
で
慢
性
腎
不
全
の
人
）
は
手
続
き
不

要
で
す
。
７
月
末
日
ま
で
に
新
し
い
受

療
証
を
郵
送
し
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準

　

負
担
額
減
額
認
定
証

※
同
一
世
帯
で
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
（
擬
制
世
帯
主
含
む
）
全
員
の

平
成
25
年
度
市
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
国
民
健
康
保
険
加
入
者　

②
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証

※
①
以
外
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
現
在
お
持
ち
の
認

定
証
、
世
帯
主
の
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式

印
鑑
を
除
く
）

※
代
理
の
人
で
も
手
続
き
は
可
能
で
す

が
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
を
証

明
す
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

　

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
、
現
在
持
っ

て
い
る
人
で
対
象
と
な
る
人
に
は
、
新

し
い
認
定
証
を
７
月
末
日
ま
で
に
郵
送

し
ま
す
。

●新しい保険証の有効期限
　国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証の
有効期限は、原則、平成 26 年７月 31 日まで
の１年間。後期高齢者医療被保険者証は平成
28 年７月 31 日までです。　
　次の人は有効期限が異なりますので、注意
してください。
● 69歳の人→ 70 歳の誕生月の末日
● 74歳の人→ 75 歳の誕生日の前日
●退職被保険者で 64歳の人
　　　　　 → 65 歳の誕生月の末日
※保険税の未納がある人は、有効期限が短い
　保険証（短期証）となる場合があります

●病院などでの自己負担割合
　70 歳以上の人や後期高齢者医療被保険の被
保険者の病院での自己負担割合は、前年の所
得などに基づき、保険証に１割または３割と
記載しています。
　今回、３割負担と判定された場合でも、世
帯の前年の収入額が一定未満のときは、申請
することで負担割合が１割に変更になります。
対象者には、申請書を送付しますので、７月
末日までに手続きを行ってください。

●一部の保険加入者に２割負担の表示
　国民健康保険に加入している 70 歳から 74
歳の人の保険証には、医療機関での自己負担
割合が「２割　※平成 26 年３月末日までは１
割」と記載されている人がいます。これは、
国で平成 26 年４月１日から医療機関での自己
負担割合が１割から２割に引き上げられるこ
とが予定されているためです。
　ただし、自己負担割合の引き上げについて
は、今後、国において凍結される可能性もあ
ります。凍結された場合は、平成 26 年３月ま
でに新しい保険証をお送りします

被
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体
験
し
よ
う
！

縄
文
人
の
生
活
体
験

●
対
象　

中
学
生
以
下　

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

【
縄
文
人
に
な
ろ
う
！
（
無
料
）】

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
日
時　

７
月
28
日
㈰

　
　
　
　

10
時
〜
15
時
30
分　

●
場
所　

都
城
歴
史
資
料
館（
都
島
町
）

●
内
容　

弓
矢
（
狩
り
）
と
火
起
こ
し

体
験
（
雨
天
時
は
お
金
づ
く
り
）

【
古
墳
時
代
の
王
に
な
ろ
う
！（
無
料
）】

●
日
時　

８
月
６
日
㈫
〜
９
日
㈮

①
10
時
30
分
〜
12
時

②
14
時
〜
15
時
30
分　

●
場
所　

文
化
財
課（
菖
蒲
原
町
別
館
）

●
内
容　

①
髪
飾
り
と
勾ま

が
た
ま玉

ネ
ッ
ク
レ

ス
作
り　

②
短
剣
作
り
（
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
製
）　

※
ど
ち
ら
か
一
つ

●
定
員　

各
５
人

※
各
回
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

　

７
月
８
日
㈪
〜
31
日
㈬
に

文
化
財
課　

☎
23

－

９
５
４
７

点
字
図
書
館
わ
く
わ
く
塾
（
無
料
）

　

盲
導
犬
の
誘
導
体
験
や
、
点
字
で
暑

中
見
舞
い
を
書
き
ま
す
。

●
日
時　

７
月
26
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

20
人　

※
申
し
込
み
順

　

７
月
22
日
㈪
ま
で
に

点
字
図
書
館　

☎
26

－

１
９
４
８

昆
虫
採
集
に
行
こ
う
！
（
無
料
）

●
日
時　

８
月
24
日
㈯　

９
時
30
分
〜

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
対
象　

市
内
お
よ
び
三
股
町
、
曽
於

市
、
志
布
志
市
在
住
の
小
学
生

※
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

●
定
員　

30
組　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

８
月
２
日
㈮
ま
で
に
氏
名
、

住
所
、
連
絡
先
を
明
記
し
、
は
が
き

で
経
営
戦
略
課
内
都
城
・
三
股
広
域

行
政
推
進
協
議
会
事
務
局
（
〒
885

－

８
５
５
５
）
☎
23

－

２
１
１
５

こ
ど
も
植
物
観
察
会
（
無
料
）

●
内
容
・
日
時

採
取
と
標
本
の
作
り
方

７
月
21
日
㈰　

９
時
〜
12
時

植
物
名
前
調
べ

８
月
18
日
㈰　

９
時
〜
12
時

●
場
所　

緑
の
相
談
所（
早
水
公
園
内
）

●
定
員　

20
人　

※
申
し
込
み
順

　

７
月
16
日
㈫
ま
で
に

道
路
公
園
課　

☎
23

－

２
６
１
３

子
ど
も
リ
コ
ー
ダ
ー
教
室

●
日
時　

７
月
27
日
㈯　

13
時
〜
14
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

小
学
１
年
〜
３
年
生

●
費
用　

５
５
０
円

　

７
月
18
日
㈭
ま
で
に
き
ら
り

ネ
ッ
ト
都
城　

☎
23

－

４
０
８
０

 

作
っ
て
み
よ
う
！

親
子
で
作
ろ
う
エ
コ
作
品
（
無
料
）

●
日
時　

７
月
28
日
㈰
・
８
月
４
日
㈰

①
９
時
30
分
〜　

②
13
時
〜

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
と
そ
の
保
護

者　

各
10
組　

※
要
申
し
込
み

●
内
容　

廃
ガ
ラ
ス
を
使
っ
た
万
華
鏡

づ
く
り

●
そ
の
他　

夏
休
み
期
間
中
は
休
館
日

を
除
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
ま

す
　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
さ
い
せ
い

館　

☎
36

－

３
９
０
０

親
子
陶
芸
教
室

●
日
時　

７
月
23
日
㈫
〜
８
月
３
日
㈯

①
10
時
〜　

②
13
時
30
分
〜

●
場
所　

竹ち
く
ら楽
の
お
サ
ト
『
竹
楽
館
』

●
対
象　

未
就
学
児
・
小
学
生
お
よ
び

そ
の
保
護
者　

※
要
申
し
込
み

●
定
員　

各
20
組

●
費
用　

１
、０
０
０
円

　

竹
楽
館　

☎
58

－

６
１
５
０

親
子
で
も
の
づ
く
り
体
験
教
室

●
日
時　

７
月
23
日
㈫
〜
26
日
㈮　

①
10
時
〜　

②
13
時
30
分
〜

●
場
所　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー

●
対
象　

市
内
お
よ
び
三
股
町
の
小
学

生
と
そ
の
保
護
者

●
内
容　

陶
芸
教
室
、み
そ
作
り
教
室
、

木
工
教
室
ほ
か

●
参
加
費　

１
、５
０
０
円

　

学
校
で
配
布
す
る
参
加
申
込
書

に
記
入
し
、
７
月
16
日
㈫
ま
で
に
各
学

校
ま
た
は
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
38

－

４
５
６
１

子
ど
も
た
ち
が
、
自
由
研
究
を
行
え
る
イ
ベ
ン
ト
や
楽
し
く
過
ご

す
た
め
の
市
内
の
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。
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親
子
ふ
れ
あ
い
木
工
教
室

●
日
時　

８
月
18
日
㈰　

９
時
〜

●
場
所　

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

中
学
生
以
下

●
内
容　

本
棚
、
長
い
す
な
ど

●
定
員　

80
組　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
費　

５
０
０
円

　

社
会
福
祉
協
議
会
山
之
口
支
所

　
　
　

☎
57

－

４
５
７
７

 

か
い
て
み
よ
う
！

子
ど
も
美
術
・
書
道
教
室
（
無
料
）

　

美
術
と
書
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
28
日
㈰　

９
時
〜
12
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
（
美
術
）

　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
（
書
道
）

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
各
80
人

※ 

申
し
込
み
順
。詳
し
く
は
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

●
用
意
す
る
も
の　

画
板
、絵
画
用
具
、

書
道
道
具
一
式

※
画
用
紙
、
半
紙
は
配
布
し
ま
す

　

生
活
文
化
課　

　
　
　

☎
23

－

２
１
３
２

 

都
城
島
津
邸

【
こ
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大
会
（
無
料
）】

　

描
い
た
作
品
は
、
８
月
16
日
㈮
〜
23

日
㈮
の
期
間
、
都
城
島
津
邸
に
展
示
し

ま
す
。

●
日
時　

７
月
21
日
㈰
〜
８
月
11
日
㈰

　
　
　
　

９
時
〜
16
時
30
分

●
対
象　

市
内
お
よ
び
近
隣
の
小
学
生

●
用
意
す
る
も
の　

画
板
、
絵
の
具
、

筆
洗
い
器
な
ど

※
画
用
紙
は
当
日
配
布
し
ま
す

【
親
子
で
料
理
教
室
】

●
料
理
名
・
日
時

と
こ
ろ
て
ん
づ
く
り

７
月
21
日
㈰　

10
時
〜
12
時

が
ね
づ
く
り

８
月
18
日
㈰　

10
時
〜
12
時

●
定
員　

各
10
組

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り

●
費
用　

１
人
２
０
０
円

●
持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

　

都
城
島
津
邸　

　
　
　

☎
23

－

２
１
１
６

 

た
ち
ば
な
天
文
台

【
ジ
ャ
ン
ボ
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作
っ
て
み
よ
う
】

　

中
に
人
が
入
れ
る
サ
イ
ズ
の
シ
ャ
ボ

ン
玉
を
作
っ
て
み
よ
う
！

●
日
時　

７
月
28
日
㈰　

14
時
〜
16
時

●
定
員　

先
着
20
組

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り

●
参
加
費　

５
０
０
円

【
七
夕
の
夕
べ（
コ
ン
サ
ー
ト
と
星
空
観
測
）】

　

満
天
の
星
空
の
下
、
コ
ン
サ
ー
ト
と

星
空
観
測
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

●
日
時　

８
月
13
日
㈫　

19
時
〜
21
時

※ 

ど
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
も
別
途
入
館
料

（
中
学
生
以
上
３
０
０
円
、
小
学
生

１
０
０
円
）
が
必
要
で
す

　

た
ち
ば
な
天
文
台

　
　
　

☎
62

－

４
９
３
６

 

市
立
図
書
館
・
高
城
図
書
館

【
親
子
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
教
室（
無
料
）】

●
日
時　

８
月
３
日
㈯　

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
と
そ
の
保
護

者
15
組　

※
申
し
込
み
順

●
内
容　

使
用
済
み
牛
乳
パ
ッ
ク
を

使
っ
て
万
華
鏡
な
ど
を
作
り
ま
す

【
子
ど
も
映
写
会
（
無
料
）】

●
日
時　

８
月
10
日
㈯　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

都
城
市
立
図
書
館
３
階

●
対
象　

未
就
学
児
、
小
学
生

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

●
内
容　

か
わ
い
そ
う
な
象
、
注
文
の

多
い
料
理
店
ほ
か

　

期
間
中
は
無
休
で
営
業
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
無
休
で
営
業
し
ま
す
。

※
天
候
な
ど
に
よ
り
休
業
す
る
場
合
あ
り

※
天
候
な
ど
に
よ
り
休
業
す
る
場
合
あ
り

●●
関
之
尾
緑
の
村
プ
ー
ル

関
之
尾
緑
の
村
プ
ー
ル

７
月
７
月
1919
日
㈮
〜
８
月

日
㈮
〜
８
月
3131
日
㈯
日
㈯

関
之
尾
緑
の
村　

☎

関
之
尾
緑
の
村　

☎
3737

－－

２
９
２
９

２
９
２
９

●●
観
音
池
公
園
子
ど
も
村
プ
ー
ル

観
音
池
公
園
子
ど
も
村
プ
ー
ル

７
月
７
月
1313
日
㈯
〜
９
月
１
日
㈰

日
㈯
〜
９
月
１
日
㈰

観
音
さ
く
ら
の
里　

☎

観
音
さ
く
ら
の
里　

☎
5858

－－

６
１
３
９

６
１
３
９

●●
山
田
か
か
し
の
里
流
れ
る
プ
ー
ル

山
田
か
か
し
の
里
流
れ
る
プ
ー
ル

７
月
７
月
2020
日
㈯
〜
８
月

日
㈯
〜
８
月
2828
日
㈬
日
㈬

く
え
び
こ
山
田　

☎

く
え
び
こ
山
田　

☎
6464

－－

３
４
５
５

３
４
５
５

【
は
が
き
絵
創
作
教
室
（
無
料
）】

●
日
時　

８
月
24
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

都
城
市
立
図
書
館
３
階

●
対
象
・
定
員　

小
・
中
学
生
15
組

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

●
用
意
す
る
も
の　

水
彩
絵
の
具

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
本
の
杜
ゆ
う
ゆ
う

　
　
　

☎
23

－

０
９
６
２

ふ
れ
あ
い
映
画
祭
（
無
料
）

●
日
時　

８
月
８
日
㈭　

13
時
〜

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

み
〜
つ
け
た
、
シ
ュ
ガ
ー
・

ラ
ッ
シ
ュ

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

プ
ー
ル
情
報
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～身近なことから始めてみませんか～

市
で
は
「
都
城
市
環
境
基
本
計
画
」
を

も
と
に
、
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し

た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
環
境
を

守
る
上
で
市
民
の
皆
さ
ん
が
す
ぐ
に
実

践
で
き
る
身
近
な
方
法
を
紹
介
し
ま
す

の
で
、
毎
日
の
生
活
に
ぜ
ひ
、
取
り
入

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

環
境
政
策
課　

☎
23
ー
２
１
３
０

節
電
し
よ
う
！

　

電
気
使
用
量
は
計
画
停
電
へ
の
取
り

組
み
を
契
機
に
、
皆
さ
ん
の
取
り
組
み

の
成
果
で
減
っ
て
い
ま
す
。
節
電
す
る

上
で
一
番
取
り
組
み
や
す
く
効
果
の
あ

る
方
法
は
、
無
駄
な
照
明
を
消
す
こ
と

で
す
。
他
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で

次
の
方
法
を
参
考
に
工
夫
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

方
法
（
夏
編
）　

●  

窓
辺
に
よ
し
ず
や
す
だ
れ
を
設
置
す
る

●  

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
設
置
す
る

●  

電
球
や
蛍
光
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
り
替

え
る

節
水
し
よ
う
！

　

水
道
水
の
使
用
量
は
私
た
ち
の
意
識

で
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
使
用
量
が
増

え
る
と
、
地
下
水
保
有
量
が
減
り
、
地

盤
沈
下
や
河
川
水
減
少
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。
ま
ず
は
小
ま
め
に
蛇
口
を
閉

め
る
こ
と
で
節
水
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
今
日
か
ら
節
水
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

方
法

●  

雨
水
貯
留
施
設（
雨
水
タ
ン
ク
な
ど
）

を
設
置
す
る

※
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

森
林
保
全
課

　

☎
23
ー
２
１
５
２

●  

シ
ャ
ワ
ー
は
小
ま
め
に

　

止
め
な
が
ら
使
用
す
る

●  

お
風
呂
の
残
り
湯
を

　

洗
濯
に
再
利
用
す
る

●  

ト
イ
レ
や
蛇
口
を

　

節
水
タ
イ
プ
に
付
け
替
え
る

き
れ
い
な
水
を
川
に
返
そ
う
！

　

市
で
は
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
へ

の
接
続
、
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。単
独
浄
化
槽
で
は
、

洗
濯
や
台
所
・
お
風
呂
の
水
が
直
接
川

に
流
れ
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

市
内
の
河
川
の
水
は
、
下
流
の
水
道

水
や
農
業
用
水
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
き
れ
い
な
川
を
守
る
た
め
に
も

排
水
設
備
の
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
は
接
続
で

　

き
な
い
地
域
が
あ
り
ま
す

方
法

●  

廃
食
油
は
布
や
紙
な
ど
に
浸
み
込
ま

せ
、
燃
や
せ
る
ご
み
に
出
す

●  

台
所
や
お
風
呂
で
は
、
合
成
洗
剤
よ

り
石
け
ん
を
使
う

●  

無
洗
米
を
使
う

  快適で美しい  快適で美しい
都城をつくろう都城をつくろう！
  快適で美しい  快適で美しい
都城をつくろう都城をつくろう！！
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ご
み
を
減
ら
そ
う
！

　

ご
み
の
量
も
私
た
ち
の
意
識
で
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。
分
別
の
徹
底
、
無
駄

な
も
の
を
買
わ
な
い
、
繰
り
返
し
使
え

る
製
品
に
切
り
替
え
る
な
ど
生
活
ス
タ

イ
ル
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
参
加
し
た
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
品
を
利
用
し
た
り
し
ま
し
ょ

う
。
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
品
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
（
下
水
流
町
）
で
も
販
売

し
て
い
ま
す
。

方
法

●  

買
い
だ
め
を
せ
ず
、
必
要

な
分
を
購
入
す
る

●  

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、

レ
ジ
袋
を
使
わ
な
い

●  

使
い
捨
て
製
品
は
買
わ
な
い

●  

資
源
物
は
、
ご
み
と
分
別
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
に
出
す

自
然
を
守
ろ
う
！

　

地
球
温
暖
化
や
大
気
・
河
川
・
土
壌

な
ど
が
汚
染
さ
れ
、
絶
滅
が
危
惧
さ
れ

る
動
植
物
が
増
え
て
い
ま
す
。
園
芸
品

種
の
外
来
植
物
が
増
え
す
ぎ
た
り
、
ペ
ッ

ト
と
し
て
飼
わ
れ
て
い
た
外
来
動
物
が

放
置
さ
れ
た
り
し
て
、
在
来
種
が
駆
逐
さ

れ
た
こ
と
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
は
外
観
上

の
美
し
い
自
然
を
保
つ
だ
け
で
な
く
、

地
域
固
有
の
生
態
系
を
守
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

方
法

●  

登
山
や
山
歩
き
の
と
き
は
、
動
植
物

を
採
取
し
た
り
荒
ら
し
た
り
し
な
い

●  

ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
持
っ
て
最
後
ま
で

飼
い
、
自
然
に
帰
さ
な
い

●  

園
芸
品
種
は
、
空
き
地
や
道
路
わ
き

に
種
が
飛
ば
な
い
よ
う
に
、
花
壇
や

プ
ラ
ン
タ
ー
、
植
木
鉢
で
育
て
る

　「都城メダカの学校」では、今ではほと
んど見かけなくなったメダカを育て、保
育所や小学校に贈っています。また、環
境問題を子どもと一緒に話し合うメダカ
の授業を毎年開催しています。環境に対
する意識を育むためには、子どもの頃か
ら教えていくことが大切で、飼育しやす
いメダカは格好の教材です。メダカを通
して、子どもや親、高齢者など世代間の
交流も深まり、地域の活性化に役立つこ
とができればと思って活動しています。

NPO法人
都城メダカの学校
理事長
永田　勇作さん

クリーンアップ宮崎
○開催日　11 月10 日（日）
※県内一斉、市内全地区で開催されます
◎問い合わせ　環境政策課　☎23ｰ2130

大淀川環境大学
○開催日　平成26年２月
◎問い合わせ
　都城大淀川サミット事務局　☎23ｰ0333

どんぐり1000年の森をつくる会植樹活動
○開催日　平成26年３月16 日（日）
◎問い合わせ
　どんぐり1000年の森を
　つくる会事務局
　☎57ｰ5228

環境美化の日
○開催日　７月28日（日）
※13ページに記事掲載
◎問い合わせ　環境政策課　☎23ｰ2130

大淀川子どもサミット
○開催日　８月25日（日）
○場　所　せせらぎ水路公園（沖水川市民緑地）
◎問い合わせ
　都城大淀川サミット事務局　☎23ｰ0333

環境まつり
○開催日　10月26日（土）
○場　所　リサイクルプラザ
※詳しくは、広報都城９月号でお知らせします
◎問い合わせ　環境政策課　☎23ｰ2130

地域の環境活動に参加しよう！地域の環境活動に参加しよう！
毎年、環境美化の日やクリーンアップ作戦、環境まつりなど環境に関する行事が多数開催
されています。家族みんなで参加して、私たちの手で地域の環境を守りましょう。
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バ
ス
や
電
車
の
利
用
状
況

　

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ

な
い
公
共
交
通
機
関
は
、
地
域
の
生
活

を
支
え
る
重
要
な
財
産
で
す
。
ま
た
、

高
齢
者
や
学
生
に
と
っ
て
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
移
動
手
段
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

し
か
し
、
バ
ス
路
線
の
一
部
は
、
国

や
県
、
市
が
補
助
金
を
出
し
て
、
運
行

を
継
続
し
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
の
ま

ま
利
用
者
が
減
り
続
け
る
と
、
便
数
が

減
少
し
、
さ
ら
に
は
路
線
廃
止
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
公
共
交
通
機

関
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
、
貴
重
な
財

産
を
残
し
ま
し
ょ
う
。

エ
コ
通
勤
割
引
制
度
の
利
用

　

バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公

共
交
通
を
守
る
こ
と
に
な
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

平
成
22
年
７
月
に
エ
コ
通
勤
割
引
制
度

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　　

車
ま
た
は
バ
イ
ク
で
通
勤
し
て
い
る

人
が
対
象
で
、
水
曜
日
に
路
線
バ
ス
を

利
用
し
て
通
勤
す
る
場
合
に
、
そ
の
運

賃
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
エ
コ

通
勤
割
引
パ
ス
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

パ
ス
の
取
得
方
法
な
ど
は
、
下
の
図
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

吉
都
線
全
線
開
業
１
０
０
周
年

　

市
民
の
身
近
な
生
活
の
足
と
し
て
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
吉

都
線
。
こ
の
吉
都
線
と
都
城
駅
は
、
今

年
10
月
に
開
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
、
10
月
に
記
念
事
業

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
財
産
で

あ
る
公
共
交
通
機
関
を
見
直
す
よ
い
機

会
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※都城市、三股町、小林市、高原町管内（宮崎市、
　曽於市、霧島市、および湧水町の一部を含む）
　の宮崎交通（株）の合計乗車数

出典：エコモ環境BOOK

公共交通維持と環境のためにも公共交通維持と環境のためにも
公共交通機関を利用しましょう！公共交通機関を利用しましょう！
◎問い合わせ◎問い合わせ
　経営戦略課　☎　経営戦略課　☎ 23－ 211523－ 2115
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市
で
は
、
美
し
く
住
み
や
す
い
環
境
を

守
る
た
め
、
毎
年
７
月
の
第
４
日
曜
日

を
「
都
城
市
環
境
美
化
の
日
」
と
定
め
、

市
内
全
域
で
清
掃
・
緑
化
活
動
な
ど
を

行
い
、
地
域
の
環
境
美
化
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
よ
り

明
る
く
美
し
い
、
住
み
よ
い
ま
ち
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
ー
２
１
３
０

●
実
施
日　

７
月
28
日
㈰

※
自
治
公
民
館
に
よ
っ
て
は
、
各
種
行

事
な
ど
の
た
め
日
程
が
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
注
意
事
項

● 

地
区
で
計
画
さ
れ
た
環
境
美
化
活
動

に
家
族
み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う

公
職
に
あ
る
人
や
選
挙
の
候
補
者
・
立

候
補
予
定
者
が
、
選
挙
区
内
の
人
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
い
か
な
る
理
由

が
あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
有
権
者
が
寄
付
を
求
め
た
り
、
受

け
取
っ
た
り
し
て

も
い
け
ま
せ
ん
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て

明
る
く
き
れ
い
な

選
挙
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
ー
７
８
６
４

● 

空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
大
切
な

資
源
で
す
。
搬
出
す
る
ご
み
の
分

別
は
、
徹
底
し
ま
し
ょ
う

● 

当
日
は
、
家
庭
内
か
ら
発
生
し
た
ご

み
（
雑
草
、
雑
木
含
む
）
は
、
搬

出
先
の
処
分
場
へ
は
持
ち
込
む
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん

● 

作
業
を
す
る
と
き
は
、
け
が
の
無
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
特
に

草
刈
機
な
ど
を
使
用
す
る
場
合
は
、

小
石
な
ど
を
飛
ば
さ
な
い
よ
う
安

全
な
作
業
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

● 

心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
を
図
る
た

め
に
、
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
し

て
家
族
み
ん
な
で
世
代
間
の
交
流

を
図
り
ま
し
ょ
う

「
三
な
い
運
動
」
と
は
？

　

政
治
家
と
有
権
者
と
の
つ
な
が
り
は

と
て
も
大
切
で
す
。
し
か
し
、
金
銭
や

品
物
で
関
係
が
培
わ
れ
る
よ
う
で
は
、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
明
る
い
選
挙
、
お

金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
に
近
づ
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。「
贈
ら
な
い
」「
求
め

な
い
」「
受
け
取
ら
な
い
」
の
三
な
い

運
動
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
明
る
く
き
れ

い
な
選
挙
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

葬式の花輪・供花

入学祝い・卒業祝い入院見舞い

秘書などが代理で出
席する場合の葬式の
香典や結婚祝い

祭りや町内会の集
会、旅行などの催
し物への寸志や飲
食物の差し入れ

平
成
25
年
度

平
成
22
年
度

都
城
市
環
境
美
化
の
日

こ
の
よ
う
な
寄

付
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

本紙５月号の広報ク
イズで「環境美化へ
の取り組み」につい
て寄せられた意見を
一部紹介します。参
考にして実践してみ
てください。

公園、公共
の場では自
分のごみは
持ち帰りま
す。   （T・I）

野菜くずの
堆肥化とア
クリルタワ
シを使用し
て い ま す。
　　 （S・H）

雨水貯留槽
を設置して
庭の散水な
どに利用し
ています。   
　　(M・A)

食用油を石
けんにリサ
イクルして
います。　
　   （K・H）

買い物へ行
く時は必ず
一つ以上ご
みを拾いま
す。  （S・A）

散歩に出掛
け た と き、
近所の公園
のごみ拾い
をしていま
す。  (M・A)

政
治
家
の　
　
　

  

は
、
は
、

          

さ
れ
て
い
ま
す
！！

寄
付

政
治
家
の

政
治
家
の

      

ささ

禁
止
禁
止
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故
郷
を
舞
台
に
初
監
督

や
ま
さ
き
十
三
監
督
映
画
撮
影
ロ
ケ

本
市
出
身
で
、
漫
画
「
釣
り
バ
カ
日

誌
」
の
原
作
者
で
あ
る
や
ま
さ
き
十じ

ゅ
う
ぞ
う三

さ
ん
が
初
監
督
を
務
め
る
映
画
「
あ
さ

ひ
る
ば
ん
」
の
撮
影
が
５
月
11
日
、
大

王
小
学
校
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

映
画
は
、
宮
崎
の
高
校
球
児
だ
っ
た
男

性
３
人
が
主
人
公
で
、
卒
業
し
て
30
年

後
、
当
時
の
マ
ド
ン
ナ
か
ら
届
い
た
手

紙
を
き
っ
か
け
に
展
開
す
る
人
情
喜

劇
。
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
３
人
の

高
校
時
代
の
回
想
シ
ー
ン
が
撮
影
さ
れ

ま
し
た
。
悪
天
候
の
中
で
し
た
が
、
現

場
は
、
11
月
の
公
開
に
向
け
て
、
大
勢

の
俳
優
や
ス
タ
ッ
フ
の
熱
気
と
緊
張
感

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

汗
を
流
し
て
元
気
いっ
ぱ
い

親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

運
動
を
通
し
て
子
育
て
中
の
親
同
士

の
交
流
を
深
め
、
子
ど
も
の
健
全
な
発

育
を
図
る
親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が

５
月
８
日
、
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
３
歳
、

４
歳
に
な
る
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
36

組
が
参
加
。
参
加
し
た
親
子
ら
は
、
一

緒
に
マ
ッ
ト
運
動
や
平
均
台
渡
り
に
挑

戦
し
た
り
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
遊
ん
だ

り
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
運
動
を
学
び

ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た
永な
が

久く

井い

弘

子
さ
ん
（
上
川
東
一
丁
目
）
は
「
ほ
か

の
子
の
刺
激
を
受
け
て
、
我
が
子
も
積

極
的
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

先
輩
か
ら
学
ぶ
鹿
児
島
藩
の
教
え

郷
中
教
育
体
験
講
座

鹿
児
島
藩
で
行
わ
れ
て
い
た
郷ご

じ
ゅ
う中

教

育
を
学
ぶ
講
座
の
開
講
式
が
５
月
19

日
、都
城
島
津
邸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
座
で
は
論
語
の
素
読
や
島
津
い
ろ
は

歌
、
合
気
道
な
ど
を
28
人
の
子
ど
も
た

 

ち
に
指
導
す
る
た
め
に
、
大
人
に
混

じ
っ
て
大
学
生
と
高
校
生
も
参
加
。
開

講
式
の
後
に
行
わ
れ
た
自じ
げ
ん
り
ゅ
う

顕
流
の
打
ち

込
み
稽げ

い
こ古

で
は
、
木
刀
に
見
立
て
た
棒

を
師
範
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
大
声

で
振
り
下
ろ
し
て
い
ま
し
た
。
大
塚
彩

乃
さ
ん（
大
王
小
２
年
）は「
稽
古
で
は
、

緊
張
し
て
声
が
出
な
か
っ
た
。
大
き
な

声
が
出
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

世
界
に一つ
だ
け
の
宝
物

プ
ラ
ザ
ン
き
っ
ず

イ
ロ
イ
ロ
和
紙
と
影
絵
の
キ
ャ
ン
ド

ル
ホ
ル
ダ
ー
作
り
が
５
月
18
日
、
ウ
エ

ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
円
筒
の
耐
熱
ガ
ラ
ス
に
和
紙
を
貼

り
付
け
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
と
、

空
き
缶
を
切
り
抜
い
て
作
る
影
絵
キ
ャ

ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
作
り
に
約
30
人
が
参

加
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
和
紙

を
は
さ
み
で
切
っ
た
り
、
手
で
ち
ぎ
っ

た
り
し
な
が
ら
ビ
ン
に
貼
り
、
花
や
果

物
な
ど
を
個
性
豊
か
に
表
現
し
て
い
ま

し
た
。
初
め
て
参
加
し
た
後
藤
琉る

香か

さ

ん
（
東
小
２
年
）
は
「
想
像
し
て
い
た

と
お
り
に
上
手
に
で
き
た
」
と
出
来
栄

え
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。
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古
し
き
ゆ
か
し
く
豊
穣
祈
願

お
田
植
え
祭
り

　

五
穀
豊ほ
う
じ
ょ
う
穣
を
祈
願
す
る
伝
統
行
事

「
お
田
植
え
祭
り
」
が
６
月
1
日
、
高

崎
町
の
東つ

ま

霧
島
神
社
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
雨
の
中
、
市
内
の
小
学
校
の
児
童

18
人
が
参
加
し
、
境
内
の
水
田
で
古
式

ゆ
か
し
く
田
植
え
を
再
現
。
法は
っ
ぴ被
姿
の

男
子
が
鍬く

わ

な
ど
の
農
器
具
で
代し

ろ

か
き
を

し
た
後
、
か
す
り
の
着
物
に
赤
い
た
す

き
を
掛
け
た
早
乙
女
姿
の
女
子
が
加
わ

り
、
古
代
の
赤
米
の
苗
を
手
植
え
し
て

い
ま
し
た
。
早
乙
女
に
ふ
ん
し
た
平
田

五い
づ
き月
さ
ん
（
上
長
飯
小
５
年
）
は
、「
前

か
が
み
で
腰
が
痛
か
っ
た
け
ど
、
田
植

え
の
大
変
さ
が
分
か
っ
て
よ
か
っ
た
」

と
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

10
年
目
の
節
目
を
祝
う

青
井
岳
荘
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

平
成
15
年
６
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か

ら
10
年
目
を
迎
え
る
青
井
岳
荘
で
６
月

２
日
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
節
目
を
祝
う
地
元
の
弥
五
郎
太

鼓
の
勇
ま
し
い
演
奏
で
ス
タ
ー
ト
。
訪

れ
た
多
く
の
人
た
ち
は
、
せ
ん
ぐ
ま

き
や
牛
乳
の
振
る
舞
い
に
参
加
し
た

り
、
諸
県
弁
の
語
り
部
に
よ
る
昔
語
り

や
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
に
聞
き
入
っ
た
り

し
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。
同
施
設
の
支
配
人
野
﨑
一
郎
さ
ん

は
「
こ
れ
か
ら
も
季
節
に
合
わ
せ
た
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
る
施
設
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

日
頃
の
歯
磨
き
を
再
確
認
！

お
口
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

歯
と
口
の
健
康
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
６
月
８
日
、
お
口
の
健
康
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
歯
科
健
診
や
、

子
ど
も
の
フ
ッ
素
塗
布
が
無
料
で
受
け

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
家
族
連
れ

が
来
場
。
来
場
者
ら
は
講
演
を
聞
い
た

り
歯
科
技
工
技
術
を
体
験
し
た
り
し
て
、

歯
の
健
康
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

ま
し
た
。
坂
上
美み

さ
と郷

さ
ん
（
上
川
東
四

丁
目
）
は
「
日
頃
、
気
に
な
っ
て
い
る

子
ど
も
の
歯
の
状
態
や
、
磨
き
方
の
確

認
が
で
き
た
。
今
後
も
歯
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
に
大
歓
声
！

高
崎
町
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭

地
域
の
活
性
化
と
五
穀
豊
穣
を
願
う

高
崎
町
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭
が

６
月
２
日
、
高
崎
小
前
の
水
田
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
４２
チ
ー
ム

約
２
８
０
人
が
参
加
。
参
加
者
ら
は
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
衣
装
に
身
を
包
み
、

全
身
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
プ
レ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。
昼
食
に
は
地
元
産

の
み
そ
を
使
っ
た
名
物
の
北
斗
鍋
を
味

わ
い
、冷
え
た
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

伊
藤
絵
梨
さ
ん
（
蓑
原
町
）
は
「
同
僚

と
一
致
団
結
し
て
優
勝
で
き
た
。
来
年

は
、
衣
装
を
工
夫
し
て
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ

サ
ー
賞
と
優
勝
を
狙
い
ま
す
」
と
来
年

へ
の
意
気
込
み
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
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Smiling  Faces  of  Miyakonojo

河
川
の
環
境
美
化
や
水
質
改
善
に

長
年
、
功
績
の
あ
っ
た
人
に
贈

ら
れ
る
河
川
功
労
賞
が
、
枩
下
信
芳
さ

ん
（
花
繰
町
・
84
歳
）
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。
枩
下
さ
ん
は
、
花
繰
自
治
公
民
館

長
を
し
て
い
た
平
成
４
年
、
地
区
の
人

か
ら
「
柳や

な
ぎ
が
わ
ら

河
原
川
が
汚
れ
て
い
る
の
で

掃
除
を
し
た
い
」
と
の
要
望
を
き
っ
か

け
に
、
河
川
浄
化
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
年
、地
区
の
有
志
20
人
で「
花

繰
め
だ
か
の
学
級
」
を
発
足
。
年
２
回

の
河
川
清
掃
に
加
え
、
堤
防
に
川
の
名

前
に
ち
な
ん
で
柳
の
木
や
花
な
ど
の
植

栽
を
行
い
ま
し
た
。「
活
動
を
始
め
た

頃
は
、
自
転
車
や
冷
蔵
庫
な
ど
の
不
法

投
棄
も
あ
り
、
処
分
す
る
の
も
大
変
で

し
た
が
、
今
で
は
ご
み
も
ほ
と
ん
ど
見

る
こ
と
が
な
く
な
り
、
き
れ
い
に
な
っ

て
う
れ
し
い
」
と
話
す
枩
下
さ
ん
。

　

こ
の
頃
、
大
淀
川
流
域
16
市
町
村
で

開
催
さ
れ
て
い
た「
大
淀
川
サ
ミ
ッ
ト
」

で
、
花
繰
自
治
公
民
館
で
の
活
動
内
容

を
発
表
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
大

淀
川
の
河
川
浄
化
に
も
、
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
大
淀
川
上
流
の
水
質
改

善
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
都
城
大
淀
川

サ
ミ
ッ
ト
」「
大
淀
川
こ
ど
も
サ
ミ
ッ

ト
」「
大
淀
川
環
境
大
学
」を
主
催
。「
毎

年
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
て
く
れ
る

の
で
、環
境
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、年
々

川
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話

す
枩
下
さ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
に
つ
い
て
は
、「
子

ど
も
た
ち
が
、
魚
釣
り
を
し
た
り
川
で

泳
い
だ
り
、
昔
の
遊
び
が
で
き
る
く
ら

い
、き
れ
い
で
安
全
な
川
に
す
る
こ
と
」

と
話
す
枩
下
さ
ん
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
人
た
ち
も
、
河
川
浄
化
に
興
味
を

持
ち
、
枩
下
さ
ん
の
思
い
を
受
け
継
い

で
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
８
月
25
日
㈰
に
開
催
さ
れ

る
、「
大
淀
川
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
の

準
備
に
奔
走
し
て
い
ま
す
。「
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
き

れ
い
な
川
で
遊
ん
で
も
ら
い
、
川
は
危

険
な
場
所
で
な
い
こ
と
を
伝
え
た
い
」

と
、
未
来
へ
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
す
。

枩
まつ し た

下　信
の ぶ よ し

芳 さん

大淀川の環境美化に尽力！
都城大淀川サミット会長
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霧
島
の
自
然
の
様
子
な
ど
を
、
写

真
や
映
像
、
模
型
、
標
本
な
ど

で
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
自
然
博
物

館
「
環
境
省
え
び
の
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
」
が
７
月
20
日
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
霧
島
連
山
の
登
山

や
火
口
湖
め
ぐ
り
の
出
発
点
と
し
て
、

え
び
の
高
原
の
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境

の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
新
燃

岳
の
噴
火
な
ど
、

え
び
の
高
原
の

環
境
は
変
化
し

て
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
施
設
で

は
変
化
に
対
応

で
き
な
い
部
分

も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
、
霧
島
山

の
独
自
性
や
成
り
立
ち
を
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
や
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
、
霧
島
山
の
今
と
昔
の
風
景
を
写

真
で
見
比
べ
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
新
た

に
設
け
ら
れ
、
え
び
の
高
原
の
最
新
の

情
報
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同

セ
ン
タ
ー

に
、
登
山
者

の
質
問
な
ど

に
答
え
る
受

付
カ
ウ
ン
タ

ー
が
初
め
て

設
置
さ
れ
、

解
説
員
が
、

霧
島
山
や
え

び
の
高
原
の
魅
力
を
分
か
り
や
す
く
教

え
て
く
れ
ま
す
。

　

霧
島
の
自
然
情
報
が
た
く
さ
ん
詰
ま

っ
た
え
び
の
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

セ
ン
タ
ー
に
、
ぜ
ひ
一
度
、
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
。

●
開
館
時
間  

９
時
〜
17
時　

※
年
中
無
休

◎
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

●
日
時　

７
月
20
日
㈯　

10
時
〜

今
月
は
、
環
境
省
え
び
の
高
原

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

を
紹
介
し
ま
す
。

か
ん
き
り
し
ま
た
ん
ぼ
う

◎
問
い
合
わ
せ　

　

環
境
省
え
び
の
高
原
エ
コ

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
８
４

－

33

－

３
０
０
２

Vol.15

●材料（４人分）
　スパゲティ（乾）…280g　ズッキーニ…40g　トマト…２個
　エビ…100g　ニンニク…１かけ　青じそ…２枚
　トウガラシ…1/2本　酒…大さじ１　オリーブオイル…大さじ３
　塩…小さじ1　濃口しょうゆ…大さじ１　こしょう…少々
●下準備
　ズッキーニ…５mmぐらいの薄さで半月切りにする
　エビ…酒を振っておく　トマト…湯むきしてみじん切り
　ニンニク…みじん切り　トウガラシ…輪切り
●作り方
①スパゲティを時間通りにゆで、ざるにあげる
②フライパンにオリーブオイルを熱し、ニンニクとトウ
　ガラシを炒め、香りが出てきたらズッキーニとスパゲ
　ティ、トマト、エビを加え、塩、こしょう、濃口しょ
　うゆで味をつける
③皿に盛り、青じそを散らす

トマトはビタミンＡやＣ、リコ
ピンなど多くの栄養素を含

む夏野菜。その中でもリコピンは
抗酸化作用が強く、生活習慣病予
防などに効果があります。

※ 1人分 394kcal、塩分 2.4g
トマトとズッキーニのパスタ

トマトは生で食べるよりも、加熱した方
が、体内でリコピンが吸収されやすくな
ります。また、油を使って調理すること
で効果はさらに高まります。

※
環
霧
島
圏
域
の

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

を
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
紹
介

　

し
て
い
ま
す

◎問い合わせ　健康課　☎ 23 ｰ 2765

毎月19日は、「食育の日」
 ～家族そろって食事を楽しみましょう～

ナスがズッキーニの代わりに？
ナスを使う時は、皮つきのまま先にフライパ
ンで焼いて取り出し、最後に加えると彩りよ
く仕上がります。
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「
富
松
良
夫
賞
」
創
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル

　

郷
土
の
詩
人
で
あ
る
富
松
良
夫
を
顕
彰

し
、
創
作
詩
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

【
一
般
（
高
校
生
以
上
）
の
部
】　

宮
崎
県
民
お
よ
び
曽
於
市
内
在
住
の
人

【
児
童
生
徒
の
部
】　

市
内
お
よ
び
三
股
町
内
の
小
・
中
学
生

●
テ
ー
マ　

自
由

●
提
出
様
式　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

２
枚
以
内
で
、
１
人
１
点
ま
で

●
提
出
方
法　

９
月
７
日
㈯
ま
で
に

住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
市
立
図
書
館
（
〒
885

－

０
０
７
３　

姫
城
町
７

－

22
）
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん

※ 

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
入
賞
・

入
選
作
品
の
著
作
権
、
版
権
は
市
立
図

書
館
に
帰
属
し
ま
す

　

市
立
図
書
館　

☎
22

－

０
２
３
９

　
　
　
指
定
管
理
者

　

次
の
施
設
の
管
理
運
営
を
行
う
指
定
管

理
者
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
現
地
説
明

会
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

①
都
城
市
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

② 

都
城
市
児
童
館
（
梅
北
・
安
久
・
鷹
尾
・

太
郎
坊
・
高
木
・
下
水
流
）、
児
童
セ

ン
タ
ー
（
神
柱
・
都
原
）

③
都
城
市
山
之
口
青
井
岳
観
光
施
設

④
都
城
市
高
城
観
音
池
公
園
施
設
な
ど

⑤ 

都
城
市
山
田
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
複

合
施
設
、
都
城
市
山
田
植
樹
等
景
観
施

設
一
堂
ケ
丘
公
園
施
設
、
都
城
市
山
田

第
一
運
動
公
園
施
設
な
ど

⑥ 

都
城
市
元
気
な
高
齢
者
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー

⑦ 

都
城
市
高
崎
総
合
公
園
（
温
泉
交
流
セ

ン
タ
ー
な
ど
）

⑧
山
之
口
運
動
公
園
施
設
な
ど

⑨ 

高
崎
総
合
公
園
施
設（
総
合
体
育
館
な
ど
）

●
現
地
説
明
会
日
時
・
場
所

①
７
／
24
㈬　

10
時
〜
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

②
８
／
７
㈬　

10
時
〜
市
役
所
南
別
館
４
階

第
１
会
議
室

③
７
／
25
㈭　

10
時
〜
青
井
岳
会
館

④
７
／
25
㈭　

14
時
〜
高
城
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー

⑤
７
／
26
㈮　

14
時
〜
山
田
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
か
か
し
館
）

⑥
７
／
30
㈫　

10
時
〜
元
気
な
高
齢
者
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー

⑦
７
／
26
㈮　

10
時
〜
ラ
ス
パ
た
か
ざ
き
温

泉
交
流
セ
ン
タ
ー

⑧
７
／
17
㈬　

10
時
〜
山
之
口
体
育
館
（
山

之
口
運
動
公
園
内
）

⑨
７
／
26
㈮　

14
時
〜
高
崎
総
合
体
育
館

●
業
務
内
容　

①
〜
⑦
平
成
26
年
４
月
１

日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
、
⑧
⑨
平

成
26
年
４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
の
管
理
運
営

●
応
募
資
格　

①
②
⑥
⑧
⑨
法
人
そ
の
他

の
団
体
、
③
〜
⑤
⑦
市
内
に
本
社
・
本
店
・

支
店
な
ど
を
置
く
ま
た
は
置
く
予
定
で
あ

る
法
人
そ
の
他
の
団
体

※ 

要
項
の
配
布
期
間
や
申
請
の
受
付
期
間

は
、
施
設
ご
と
に
変
わ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

　
①
森
林
保
全
課　

☎
23

－

２
１
５
２

②
こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

③
山
之
口
総
合
支
所
産
業
振
興
課
・
⑧
山

之
口
教
育
課　

☎
57

－

３
１
１
１

④
高
城
総
合
支
所
産
業
振
興
課

☎
58

－

２
３
１
１

⑤
山
田
総
合
支
所
産
業
振
興
課
・
⑥
市
民

生
活
課　

☎
64

－

１
１
１
１

⑦
高
崎
総
合
支
所
産
業
振
興
課
・
⑨
高
崎

教
育
課　

☎
62

－

１
１
１
１

「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
委
員

　

都
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
策
定
の
た
め
、
子
育
て
に
熱
意
と
識
見

を
持
つ
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
で
小
学
生
以
下
の
子

ど
も
の
保
護
者

●
定
員　

２
人

　

住
所
、氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
に
子
ど
も
・
子
育
て
に

関
す
る
意
見
や
提
案
（
お
お
む
ね
８
０
０

字
程
度
）
を
添
え
て
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
７
月
19
日
㈮
ま
で
に
保
育
課

☎
23

－

４
８
９
４　

FAX 

23

－

２
７
８
８

hoiku@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

募　

集

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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都
城
市
市
歌
選
定
委
員
会
委
員

　

市
の
イ
メ
ー
ジ
発
信
や
市
民
の
一
体
感

の
醸
成
を
図
る
た
め
に
、
市
歌
を
制
定
し

ま
す
。
市
歌
の
歌
詞
選
定
な
ど
を
行
う
委

員
の
う
ち
、
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
定
員　

４
人

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
26
年
３
月

31
日
ま
で

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

人
で
、平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議（
４

回
程
度
）
に
出
席
で
き
る
人

●
委
員
の
仕
事　

歌
詞
募
集
条
件
の
検

討
、
応
募
作
品
の
審
査
・
選
定
な
ど

　

経
営
戦
略
課
、
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

置
い
て
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、７
月
31
日
㈬
ま
で
に
持
参
ま
た
は
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
経
営
戦
略

課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）

☎
23

－

２
１
１
５　

FAX 

23

－

2
0
0
6

planning@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

※ 

応
募
用
紙
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

取
得
で
き
ま
す

推
薦
く
だ
さ
い 

市
文
化
賞
受
賞
候
補
者 

　

本
市
の
文
化
の
向
上
発
展
に
関
し
、
特

に
顕
著
な
業
績
ま
た
は
功
労
の
あ
っ
た
本

市
出
身
者
、
在
住
者
、
縁
故
者
お
よ
び
本

市
に
所
在
す
る
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。 

●
部
門　

①
学
術　

②
技
術　

③
芸
術

④
社
会
教
育　

⑤
体
育　

⑥
文
化
功
労 

　

生
活
文
化
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

に
設
置
し
て
あ
る
所
定
の
用
紙
に
記
入

し
、
７
月
31
日
㈬
ま
で
に
生
活
文
化
課　

☎
23

－

２
１
３
２

第
60
回
記
念
都
城
市
美
術
展
作
品

●
部
門　

平
面
（
絵
画
、
写
真
、
書
な
ど
）

　
　
　
　

立
体
（
彫
刻
、
陶
芸
な
ど
）

●
展
示
期
間　

９
月
27
日
㈮
〜
10
月
14
日
㈪

●
応
募
資
格　

高
校
生
以
上

●
出
品
料　

１
点
１
、５
０
０
円

※
高
校
生
は
無
料

●
搬
入
日　

９
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

美
術
館　

☎
25

－

１
４
４
７

都
城
市
景
観
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

●
テ
ー
マ　

あ
る
い
て
み
つ
け
た　

す
て
き
な
景
色

●
対
象　

市
内
の
小
中
学
校
に
通
学
す
る

児
童
、
生
徒

●
応
募
規
格　

四
つ
切
り
画
用
紙

●
募
集
期
間　

８
月
１
日
㈭
〜
９
月
10
日
㈫

　

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２

宮
崎
県
就
職
説
明
会
（
無
料
）

●
日
時　

８
月
８
日
㈭　

13
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

来
春
学
校
卒
業
予
定
者
（
高
等

学
校
卒
業
予
定
者
を
除
く
）、
求
職
活
動

中
の
人
、
転
職
を
考
え
て
い
る
人
な
ど

●
内
容　

企
業
と
の
個
別
面
談
ほ
か

※
詳
し
く
は
、
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

工
業
振
興
課　

☎
23

－

２
７
５
３

子育て支援センター行事予定
◆都城市子育て支援センター ☎ 22-1659

７/22 ㈪
13 時 30 分～

赤ちゃんパーク・集いの日
わらべ歌や絵本の読みきかせほか
対象：０・１歳の親子・妊婦
場所：社会福祉センター

７/29 ㈪
10 時～　　

子育て講座　救急法を学ぼう　
※要申し込み

８/５㈪
10 時～

「ふたごの会」
身体計測、絵本の読み聞かせほか
対象：ふたご以上の親子・妊婦

８/12 ㈪
10 時～　

いちごクラブ　色水あそび　
対象：２歳以上の親子

◆山之口子育て支援センター ☎ 57-3298

７/22 ㈪
10 時 30 分～

「なかよし広場・すくすく教室」
保健師による身体測定
対象：1歳以上

７/23 ㈫
10 時 30 分～

出前保育「ぽっかぽか」
場所：上富吉地区体育館

８/６㈫
10 時 30 分～

公園で遊ぼう　※着替えを持参
場所：的野農村公園

◆山田子育て支援センター ☎ 64-3171
７/19 ㈮
10 時～

お弁当バイキング　
先着 20 組（100 円程度の負担あり）

７/24 ㈬
10 時～ ６・7月生まれの誕生会

７/25 ㈭
10 時 30 分～

「身体でリズムを感じよう」
親子でリトミックを楽しもう！

◆各子育て支援センター合同行事

７/31 ㈬
10 時～

子育て講演会
「子どもの育ちとあそび」
場所：南九州大学都城キャンパス
※要申し込み。託児あり

催　

し

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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市
長
と
語
ろ
う
！

ス
マ
イ
ル
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

市
長
自
ら
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
へ
直
接
説
明

し
、
質
問
や
意
見
な
ど
を
聴
く
会
で
す
。

●
開
催
地
区
・
日
程
・
場
所

妻
ケ
丘
７
／
18
㈭　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

祝
吉

８
／
１
㈭　

祝
吉
地
区
公
民
館

五
十
市
８
／
８
㈭　

五
十
市
地
区
公
民
館

●
時
間　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

は
ば
た
け
！

都
城
６
次
産
業
化
推
進
大
会（
無
料
）

●
日
時　

８
月
９
日
㈮　

13
時
〜
（
受
付
）　

13
時
30
分
〜
（
開
会
）

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

農
林
水
産
省
事
務
次
官
に
よ
る

基
調
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ほ
か

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

　

六
次
産
業
化
推
進
事
務
局

　
　
　

☎
23

－
２
１
９
３

戦
没
者
・
空
襲
犠
牲
者
合
同
追
悼
式

●
日
時　

８
月
６
日
㈫　

13
時
〜
（
受
付
）　

14
時
〜
（
開
式
）

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

※
遺
族
に
限
ら
ず
、
誰
で
も
参
加
可

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

妻
ケ
丘
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　

世
界
の
街
並
み
か
ら
、
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
20
日
㈯

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
内
容　

世
界
の
庭
園
様
式
や
日
本
の
街

並
み
、
最
近
流
行
の
ま
ち
づ
く
り
ほ
か

　

妻
ケ
丘
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　

☎
23

－

８
５
９
２

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
フ
ラ
ダ
ン
ス
】

●
日
時　

７
月
18
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

フ
ラ 

オ 

プ
ア
マ
エ
オ
レ

　

文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０

就
職
支
援
講
座
（
無
料
）

●
講
座
名
・
日
時
・
場
所
・
定
員

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
見
直
し
講
座
（
全
５
回
）

７
／
22
㈪
〜
26
㈮　

９
時
〜
16
時

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

20
人

※
全
日
程
参
加
で
き
る
人

就
活
セ
ミ
ナ
ー
【
夏
編
】

履
歴
書
の
作
成
方
法
や
面
接
時
の
自
己
PR
方
法

８
／
５
㈪　

13
時
〜
17
時

総
合
文
化
ホ
ー
ル　

10
人　

※
選
考
あ
り

　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

　
　
　

☎
23

－

２
４
１
２

高
城
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催
事
業

初
心
者
バ
レ
エ
教
室

●
日
時　

７
月
23
日
㈫
・
30
日
㈫
、
８
月

６
日
㈫
・
20
日
㈫
・
27
日
㈫
（
全
５
回
）

17
時
30
分
〜
19
時

●
場
所　

高
城
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
対
象　

小
学
校
１
年
〜
３
年
生

●
費
用　

３
、０
０
０
円　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
城
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
（
尾
曲
）　

☎
58

－

５
５
１
４

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

７
月
26
日
㈮　

９
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
な
ど　

※
要
申
し
込
み

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座（
無
料
）

　

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
学
ん

で
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
援
す
る
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

７
月
25
日
㈭　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

７
月
27
日
㈯　

10
時
〜
12
時

※ 

２
日
間
の
う
ち
で
ど
ち
ら
か
可
能
な
日

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

講
座
「
認
知
症
を
理
解
す
る
」

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
」
ほ
か

●
定
員　

各
回
と
も
50
人

　

７
月
22
日
㈪
ま
で
に
都
城
市
社
会

福
祉
協
議
会　

☎
25

－

２
１
２
３

講
座 
・ 
教
室

催　

し

毎月第3日曜日は「家庭の日」です

202013.7



コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
教
室
名
・
日
時
・
定
員
・
締
め
切
り

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
（
無
料
）

７
／
21
㈰　

①
10
時
〜
11
時
30
分　

②
13
時
30
分
〜
15
時　

各
回
10
人

締
め
切
り
：
７
／
16
㈫

紅
茶
教
室
（
ス
イ
ー
ツ
付
き
）

７
／
25
㈭　

13
時
30
分
〜
15
時　

10
人

１
、５
０
０
円　

締
め
切
り
：
７
／
20
㈯

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

－

２
０
０
１

患
者
等
搬
送
乗
務
員
の
適
任
者
講
習（
無
料
）

　

民
間
の
事
業
者
が
搬
送
用
自
動
車
な
ど

を
用
い
て
、
患
者
な
ど
の
搬
送
を
す
る
場

合
に
必
要
な
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
４
日
㈰
〜
６
日
㈫

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時

●
場
所　

市
消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

●
対
象　

満
18
歳
以
上

●
定
員　

10
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

　

７
月
22
日
㈪
ま
で
に
消
防
局
警
防

救
急
課　

☎
22

－
８
８
８
３

ス
テ
ッ
プ
運
動
健
康
教
室

●
日
時　

７
月
24
日
㈬　

14
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
都
城
市
民

※ 

通
院
・
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
に
相

談
し
、
参
加
く
だ
さ
い

●
定
員　

30
人

●
そ
の
他　

当
日
は
、
運
動
の
し
や
す
い

服
装
で
、
飲
み
物
も
持
参
く
だ
さ
い

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

●
対
象　

１
カ
月
〜
１
歳
未
満

●
日
程
・
受
付
時
間
・
場
所

７
／
23
㈫　

13
時
30
分
〜
14
時

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

７
／
29
㈪　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
１
階
）

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

７
月
17
日
㈬　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

７
月
23
日
㈫ 　

13
時
〜
16
時

※ 

専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

７
月
19
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
・

２
０
０
０
万
サ
マ
ー
発
売

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ

ま
す
。
購
入
す
る
場
合
は
、
地
元
の
販
売

所
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
発
売
期
間　

７
月
10
日
㈬
〜
８
月
２
日
㈮

●
抽
せ
ん
日　

８
月
13
日
㈫

　

財
政
課　

☎
23

－

２
１
１
３

お
知
ら
せ

相　

談

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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胃
・
乳
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所

８
／
９
㈮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

８
／
19
㈪
沖
水
地
区
公
民
館

●
受
付　

８
時
〜
11
時

●
定
員　

各
48
人

●
検
診
料　

１
、１
０
０
円

【
乳
が
ん
検
診
】

　

７
月
16
日
㈫
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
偶
数
年
生
ま
れ
の

女
性
（
昭
和
48
年
・
46
年
・
44
年
…
）

●
日
程
・
場
所

８
／
18
㈰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

８
／
22
㈭
山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

８
／
24
㈯
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
付　

９
時
〜
11
時
30
分
、

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

●
定
員　

各
60
人

●
検
診
料　

２
、０
０
０
円

※ 

75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、

保
険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行
す
る
各

種
検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知
書
を
提

示
す
れ
ば
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

介
護
保
険
料
の
減
免
制
度

　

65
歳
以
上
で
収
入
が
少
な
い
人
の
負
担

軽
減
の
た
め
に
、
介
護
保
険
料
の
減
免
制

度
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
介
護
保
険
料
減

免
申
請
は
毎
年
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
介
護
保
険
料
が
第
３
段
階

②
世
帯
員
全
員
の
前
年
の
所
得
が
な
い

③ 

世
帯
の
前
年
の
年
間
収
入
金
額
が
、
１

人
世
帯
の
場
合
80
万
円
以
下
（
世
帯
員

が
１
人
増
え
る
ご
と
に
35
万
円
加
算
。

借
家
に
居
住
の
場
合
別
途
25
万
円
加

算
）

④
市
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い

⑤ 
市
民
税
課
税
者
と
生
計
を
共
に
し
て
い

な
い

⑥ 

処
分
で
き
る
不
動
産
を
所
有
し
て
い
な
い

⑦
世
帯
の
預
貯
金
が
１
６
０
万
円
以
下

●
減
免
額　

第
３
段
階
の
保
険
料
年
額

４
万
８
、０
０
０
円
を
第
２
段
階
相
当
の

年
額
３
万
２
、０
０
０
円
に
減
額

※
９
月
２
日
以
降
の
申
請
は
、
納
期
未
到

　

来
分
に
つ
い
て
期
割
計
算
し
た
額
を
減
額

●
申
込
期
間　

８
月
１
日
㈭
〜
平
成
26
年
４
月
30
日
㈬

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
５
９
６

無
人
ヘ
リ
農
薬
散
布

　

無
人
ヘ
リ
に
よ
る
農
薬
散
布
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ヘ
リ
が
近
く
を
飛
ん
で
い
る

と
き
は
、
家
や
車
な
ど
の
窓
を
閉
め
、
洗

濯
物
を
外
に
干
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
散

布
地
付
近
で
有
機
農
作
物
を
栽
培
し
て
い

る
人
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

日
程
は
雨
天
な
ど
で
延
期
、
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
地
域
別
実
施
日
程

姫
城
・
五
十

市
・
祝
吉

８
／
１
㈭
、
９
／
２
㈪

沖
水

８
月
上
旬
、
９
月
上
旬

志
和
池

８
／
６
㈫
、
９
／
４
㈬

庄
内

７
／
26
㈮
、
８
／
30
㈮

西
岳

７
／
23
㈫
・
24
㈬
、

８
／
21
㈬
・
22
㈭

梅
北
・
安
久
７
／
27
㈯
、
８
／
31
㈯

山
之
口

７
／
24
㈬
・
25
㈭
、

８
／
26
㈪
・
27
㈫

高
城

７
／
22
㈪
、
８
／
２
㈮
・
５
㈪
・

22 

㈭
・
26
㈪
・
27
㈫
・
28
㈬

山
田

７
／
30
㈫
・
31
㈬
、
８
／
23
㈮
・

24
㈯
、
９
月
上
旬

高
崎

８
／
19
㈪
〜
21
㈬

●
散
布
時
間　

６
時
〜
17
時

　

都
城
地
区
無
人
ヘ
リ
防
除
協
議
会
事

務
局　

☎
22

－

１
１
０
７

要
介
護
者
な
ど
を
自
動
車
で

有
償
運
送
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

自
家
用
自
動
車
を
使
用
し
、
病
院
な
ど

へ
の
送
迎
を
有
償
で
行
う
に
は
、
運
営
協

議
会
で
協
議
後
、
道
路
運
送
法
に
基
づ
く

登
録
、
運
転
講
習
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
す
で
に
登
録
が
済
ん
で
い
る
事
業

所
以
外
で
、
現
在
、
有
償
運
送
を
行
っ
て

い
る
か
、
実
施
予
定
の
事
業
所
は
、
７
月

末
ま
で
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

お
知
ら
せ

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の一部
助
成

　

全
国
的
に
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
で

風
し
ん
が
流
行
し
て
い
ま
す
。風
し
ん
は
、

免
疫
の
な
い
女
性
が
妊
娠
中
に
感
染
す
る

と
胎
児
に
難
聴
、
心
疾
患
な
ど
の
病
気
を

引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
風
し
ん
予
防

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象　

市
民
で
、
妊
娠
を
予
定
・
希
望

す
る
女
性
と
そ
の
夫
、
ま
た
は
現
在
妊
娠

し
て
い
る
女
性
の
夫
（
未
婚
の
パ
ー
ト

ナ
ー
を
含
む
）

※ 

風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
、

過
去
に
2
回
以
上
予
防
接
種
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
人
は
除
き
ま
す
。
な
お
、

現
在
妊
娠
中
の
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん

●
助
成
期
間

4
月
1
日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

※ 

医
療
機
関
と
の
調
整
が
済
む
ま
で
は
、

支
払
い
後
の
後
払
い
と
な
り
ま
す
の

で
、
領
収
書
な
ど
は
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

●
助
成
額　

４
、０
０
０
円　

※
１
人
１
回
限
り

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４　

子
宮
頸け

い
が
ん
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
の
変
更

　

次
の
医
療
機
関
は
、
今
年
度
、
子
宮
頸

が
ん
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
医
療
機
関
名　

柏
村
内
科　

☎
22

－

２
６
１
６

園
田
光
正
内
科
医
院　

☎
38

－

５
１
１
５

た
か
お
浜
田
医
院　

☎
22

－

８
８
１
８

岩
下
耳
鼻
咽
喉
科　

☎
51

－

１
１
８
７

都
市
計
画
（
案
）
の
縦
覧

　

都
城
広
域
都
市
計
画
道
路
の
変
更
案
お

よ
び
廃
止
案
に
つ
い
て
縦
覧
し
ま
す
。

●
計
画
廃
止
・
変
更
路
線

山
之
口
地
区
関
連

変
更
案
（
麓
富
吉
線
、
運
動
公
園
線
、
街
区
松

崎
線
）、
廃
止
案
（
東
岳
通
線
、
横
松
通
線
、

飯
起
通
線
、
前
方
通
線
）

高
城
地
区
関
連

変
更
案
（
穂
満
坊
土
器
田
線
、高
城
山
之
口
線
、

軍
人
原
通
線
）

山
田
地
区
関
連

変
更
案
（
駅
前
通
線
、
谷
頭
本
通
線
、
谷
頭
中

霧
島
線
）、廃
止
案
（
内
堀
線
、山
田
通
線
、野
々

美
谷
線
）

●
期
間　

７
月
４
日
㈭
〜
18
日
㈭

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

●
そ
の
他　

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

●
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２

各
総
合
支
所
建
設
課　

山
之
口
（
☎
57

－
３
１
１
１
）
高
城
（
☎
58

－

２
３
１
１
）

山
田
（
☎
64

－

１
１
１
１
）

県
都
市
計
画
課
・
都
城
土
木
事
務
所

☎
23

－

４
５
１
３

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
６
月
号
の
７
ペ
ー
ジ「
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
」
の
左
下
「
メ
タ
ボ
の
診

断
基
準
」
の
２
箇
所
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
Ｎ
Ｇ
Ｓ

Ｐ
値
）
５
・
６
㌫
以
上
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
40 

㎎
／
dl
未
満
で
す
。

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
７/21
㈰

畠中小児科医院（小） 52-6000
松山医院（内・呼・ﾘｳ） 24-1046
瀬ノ口内科（内） 25-7780
川畑医院（外・胃） 46-3225
倉内整形（整） 22-1252
やの耳鼻科（耳鼻） 27-5222
たぐち歯科医院 38-3330

７/28
㈰

はしぐち小児科（小） 24-5500
田口クリニック（内） 24-0600
とくとめクリニック（内・循・消） 26-1820
はまだクリニック（外・胃・肛） 45-2266
酒井皮膚科（皮） 25-5322
いそいち産婦人科（産・婦） 22-4585
財部歯科医院 38-0467

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局

７/21 ㈰ ひばり、ふれあい川東、いざき、そうごう都原、ケーアイ都城

７/28 ㈰ ウエスト、ハートフル、つくし、きたはら

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です

みやざき医療ナビ
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７月16日～８月15日
都城市立図書館　☎22-0239
高城図書館　　　☎58-4224

畠中恵（著）　文藝春秋（出版）

妻と生まれたばかりの娘を亡くし、糸の
切れたたこのようだった麻之助。周囲
の人に助けられて、少しずつ回復して
いく、感動のシリーズ第４弾。

杉山亮（著）　中川大輔（画）　偕成社（出版）

名探偵ミルキー杉山が、今回も４つの
難事件に挑む。
犯人を探すのは…君だ ! 
人気シリーズ最新刊。

ＮＨＫ取材班、北博昭（著）ＮＨＫ出版（出版）

太平洋戦争末期、軍法会議によって多
くの日本軍兵士が処刑された。戦地で
何が起こっていたのか。テレビ番組で
も紹介され、反響を呼んだドキュメンタ
リー。待望の書籍化。

nakaban（文・絵）大日本図書（出版）

ゾウのパン屋のスポングさんは、大きな
緑の玉を転がし始めた。「あれ、これが
パン？」森のみんなが、スポングさんの後
をついて行くと…

「ときぐすり」

「しあわせなら名探偵」

「戦場の軍法会議
日本兵はなぜ処刑されたのか」

「ぞうのびっくりパンやさん」

◎問い合わせ

一般 一般

児
童

児
童

都城市立図書館　●休館日／７月16日・22日・29日、８月１日・５日・12日　　●開館時間／９：30～18：50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※水曜日は20：00まで開館  
高城図書館　　　●休館日／７月16日・21日・23日・30日、８月６日・13日　　●開館時間／９：30～18：00

国
際
交
流
員
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
会

●
７
月
24
日
㈬　

15
時
〜

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

読
み
聞
か
せ
会

●
７
月
27
日
㈯　

11
時
〜

お
は
な
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞

（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
７
月
25
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

●
８
月
10
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　

 

う
ら
し
ま
た
ろ
う

　
　
　
（
日
本
の
民
話
）

都
城
市
立
図
書
館

読
み
聞
か
せ
の
部
屋

高
城
図
書
館

お
知
ら
せ

夏
休
み
植
物
名
前
調
べ

夏
休
み
植
物
名
前
調
べ

　

植
物
採
取
し
た
、
植
物
標
本

の
名
前
調
べ
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
必
ず
採
取
し
た
標
本
を
持

参
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時

場
所　

市
立
図
書
館

対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
保

　
　
　

護
者

※
市
立
図
書
館
で
は
、
土
・
日

　

曜
日
に
限
り
住
民
票
や
印
鑑

　

証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す

「
西
南
戦
争
と
都
城
島
津
家
日
誌
」

　

今
回
は
、
都
城
島
津

家
の
執
事
が
、
西
南
戦

争
の
激
し
い
戦
い
の
様

子
に
つ
い
て
書
き
残
し

た
日
誌
を
紹
介
し
ま
す
。

　

明
治
10
年
（
１
７
８
８
）、

政
府
軍
に
対
抗
し
き
れ

ず
次
第
に
勢
力
を
弱
め

た
西
郷
軍
は
、
宮
崎
方
面
へ
逃
れ
、
都
城
を
防
御

拠
点
と
位
置
付
け
、
村
田
新
八
を
将
と
し
て
守
り

を
固
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
包
囲
し
た
政
府
軍
は
、
７
月
24
日
に
西

郷
軍
を
攻
撃
。
こ
の
時
す
で
に
、
西
郷
軍
に
は
対

抗
す
る
力
は
無
く
、
瞬
く
間
に
敗
北
し
ま
し
た
。

西
南
戦
争
に
は
都
城
地
域
か
ら
１
、６
０
０
人
が

加
わ
り
、１
５
０
人
余
り
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
民
家
が
焼
か
れ
た
記
録
に
加
え
て
、
都

城
市
内
で
は
今
で
も
、
民
家
の
柱
に
鉄
砲
の
弾
の

跡
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
こ
の
闘
い
の
傷
跡
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
時
書
か
れ
た
都
城
島
津
家
日
誌
は
、
戦
災

の
悲
惨
さ
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
史
料
で
す
。
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●
「
自
然
災
害
に
備
え
る
」
を
読
ん
で
、
わ
が
家
で
も
非

常
時
に
避
難
す
る
場
所
を
決
め
ま
し
た
。
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
今
。
ま
ず
は
自
分
で
何
が
で
き
る
の
か

を
見
直
し
ま
す
。

（
都
北
町　

Ｙ
・
Ｏ
さ
ん
）

●
「
花
ふ
ぶ
き
一
座
」
座
長
の
宮
田
若
奈
さ
ん
を
い
ろ
い

ろ
な
会
場
で
見
掛
け
ま
す
。
い
つ
も
明
る
く
、
都
城
を

元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。
私
た
ち
若
い
世
代
も
負
け
ず

に
、
都
城
を
元
気
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
姫
城
町　

Ａ
・
Ｋ
さ
ん
）

●
前
国
際
交
流
員
の
管か
ん
い
ん
り

尹
莉
さ
ん
。
日
本
と
の
友
好
の
心

を
お
土
産
に
帰
国
す
る
別
れ
の
あ
い
さ
つ
が
「
さ
よ
な

ら
」
で
は
な
く
「
あ
り
が
と
う
」
で
し
た
ね
。
管
さ
ん

の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

（
早
鈴
町　

ベ
ニ
シ
ダ
レ
さ
ん
）

●
毎
朝
通
勤
途
中
で
見
掛
け
る
、
学
校
周
辺
の
ご
み
を
拾

う
高
校
の
野
球
部
員
ら
の
姿
。
す
が
す
が
し
い
気
持
ち

で
、
毎
日
通
勤
し
て
い
ま
す
。（

姫
城
町　

Ｈ
・
I
さ
ん
）

●
保
育
園
の
運
動
会
に
国
際
交
流
員
が
遊
び
に
き
て
く
れ

ま
し
た
。
み
ん
な
と
て
も
優
し
く
、
す
て
き
な
人
た
ち

で
し
た
。
お
互
い
の
こ
と
を
理
解
し
合
い
、
争
い
の
な

い
平
和
な
世
界
を
望
み
ま
す
。

（
志
比
田
町　

ひ
よ
こ
ぐ
み
さ
ん
）

▼

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

◎問い合わせ
　生活文化課・国際化担当
　☎23-2295

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

今月号を読んでのわたしの一言

モンゴルの力士は強い！
バヤンバト・ムンフバヤルさん（モンゴル） 　Vol.15

① 設置が決まった山之口サービスエリアス
マートIC。○○○装着車のみ通行できます

② 恒例となった７月第４日曜日の都城市環境
○○の日

③ ビタミンA・Cや、カリウム、リコピンを
含む○○○は生活習慣病を防ぐ夏野菜

広報Vol.91

　モンゴル出身だと打ち明けた途端に聞くこの
せりふ。十数年前の留学時代にはあまり聞きま
せんでした。モンゴル出身力士の活躍のおか
げで、スポーツ交流のみならずモンゴルへの理
解や関心も深まったと感じます。
　さて、モンゴル人は「ジンギスカンを食べる
から強い ！」と思っている日本人もいるようです。
確かに、食文化の影響も大きいでしょうが、モ
ンゴル人なら誰もが「肉、大好き」ではありま
せん。それよりも国技が「モンゴル相撲」であ
ることが大きいと思います。モンゴル人の男子
なら、誰でも友達とモンゴル相撲で遊んだこと
があるものです。
　７月11日～ 13日は国をあげての祭り「ナー
ダム」で、本場のモンゴル相撲が見られる大
チャンス。ここで優勝するのが、モンゴル相撲
の最高の栄誉で、華麗な技が
たくさん見られます。ぜひ、この
機会にモンゴルへお越しください。
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電話番号　（　　　　　）　　　　　－

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

P O S T  C A R D

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

都城市役所秘書広報課行
（広報都城 No.91 2013年7月号）

今月の読者プレゼント
施 設 案 内

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号と、わたしの一言や７月号を読んだ感想を書いて
〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選で
１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　７月31日㈬　当日消印有効
◎発表　本紙９月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
ます。詳しくは秘書広報課まで問い合わせください
◎５月号クイズの結果【応募総数57通】

　★正解／①学校　②大使　③自由回答
◎５月号当選者　斉野平　淑子さん（上川東二丁目）

【お菓子の詰め合わせ　3,000円相当】
商品提供事業者
郷田菓子店（中町）
☎22ｰ0960

当店自慢の看板商品
「アップルパイ」やお
菓子の数々。ぜひ、ご
賞味ください

◆美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9:00～17:00（入館は16:30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※７月８日㈪～22日㈪までは展示替え作業のため休館
◎収蔵作品展「サマザマナワザ」　７月23日㈫～
◎「灯ろう絵ワークショップ」　７月27日㈯～８月31日㈯までの
　毎週土曜日　14：00～17：00
◆都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　9:30～17:00（入館は16:30まで）

入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「遊びにいこう！　大昔の都城へ」　～９月１日㈰
◆都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　9:00～17:00（入館は16:30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
　　　　「都城島津伝承館」一般210円
　　　　 高校・大学生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「災害と都城のひとびと」　～10月６日㈰
◆人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　9:00～17:00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10:00～16:00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　10:00～15:00
　　　　　㊎、㊏、㊗の前日は19:00～22:00も開館

入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎夏の星空教室　19：30～21：00　※要予約
　７月25日㈭・30日㈫、８月４日㈰・20日㈫

▲

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

※７月16日～８月15日の日程



平成25年６月 1日現在 前月比 前年比
世帯数 70,671 世帯 （  － 5） （   58）
人口総数 167,217 人 （ － 58） （ － 909）
男 78,282 人 （ － 26） （ － 494）

女 88,935 人 （ － 32） （ － 415）
※平成22年国勢調査確定値基づく推計人口です

都城市現住人口

都 城盆地の夏の風物詩、六月灯。祭とい
えば、綿あめや焼きイカ、金 魚すくい

などたくさんの思い出があります。そして、
欠かせないのが夜空を彩る打ち上げ花火。先
日、市内の花火工場を取材させていただきま
した。暑さと緊張の中、一つ一つ丁寧に作ら
れていく工程に、息をするのも忘れるほど思
わず見とれてしまいました。時間と手間をか
け、たくさんの人の想いが詰まった花火。今
年 も都 城 盆 地 の 夜 空に 大 輪 の 花 を咲 か せ、
たくさんの人たちの夏の思い出になることで
しょう。（真）

梅雨の時期を代表する花「アジ
サイ」は、小さながくが集まって
直径20cm程度の花を形づくりま
す。今年も山之口町のあじさい公
園では、21種類２万8,000本のア
ジサイが訪れた人々の目を楽しま
せていました。雨にぬれた白や薄
紫、水色など色とりどりのアジサ
イは、恵みの雨を喜ぶかのように
水滴で輝いていました。

雨を喜ぶ色とりどりの花々

イベントカレンダー
（７月16日～８月15日）

※【　】内は場所、問は問い合わせ先

都城市エリア

７
月

19日㈮　11：00～
関之尾プール開き【関之尾緑の村プール】
問　関之尾緑の村　☎37-2929

29日㈪　21：00～
科長神社からくり仕掛花火【科長神社】
問　商業観光課　☎23-2615

８
月

３日㈯　17：50～
盆地まつり【中央通り】
問　同実行委員会　☎25-1405

３日㈯　18：00～
高崎夏祭り【高崎総合公園陸上競技場】
問　高崎町商工会　☎62-3131

環霧島エリア

７
月
17日㈬～８月４日㈰
霧島国際音楽祭2013【みやまコンセールほか】
問　みやまコンセール　☎0995-78-8000

８
月
３日㈯　12：00～
曽於サマーフェスタ2013【末吉栄楽公園グラウンド】
問　曽於市商工会　☎76-0232

◆編集後記

インフォメーション

今月の表紙

●日時　７月27日㈯・28日㈰
　　　　開演　27日（14:00）　28日（11:00）
●料金　全席自由　大人1,000円　学生500円（3歳～大学生）
　　　　※ ３歳未満の入場不可

●日時　８月10日㈯　19:00～21:00
●料金　一般2,000円　大学生以下1,000円
　　　　　ペア3,000円
　　　　　※当日券500円アップ（ペア券のみ1,000円アップ）

「おかげ祭り」を題材に、地域の結び
つき、家族の絆を描いた心温まる芝居
です。都城市出身俳優、井之上隆
志さんもゲスト出演します。

バークリー音楽大学の講師も務め
るサックスプレイヤー、R・コナーズ
と、数々のプレイヤーとの共演を果
たすピアニスト竹下清志による真夏
の熱いジャズライブ！
九州では都城だけの開催です！

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

恋し都、響いて遙か

ファミリアコンサートvol.1
ランドール・コナーズ＆竹下清志ジャズライブ

市民参加型舞台演劇　ドラマをつくる会“スマイルみやこんじょ”

テレビ番組

ラジオ番組
■MRTラジオ（AM放送936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30～15：45

■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49～9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch）
※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
　①  6：50～　②11：50～　③17：50～
　④20：50～　⑤22：50～

市の提供番組紹介

スマートフォンか
らも市政情報がご
覧になれます

霧島市

曽於市
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